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（１）災害協定の内容とこれまでの取り組み



成田市建設業災害対策協力会の設立
これまでの経緯

平成2年 成田市建設業災害対策協力会を設立（当初３２社）
平成11年 成田市災害業務協定を締結
平成24年 成田市災害協定の締結
令和3年 成田市消防本部と災害時における消防活動に関する協定

を締結（現在41社）

平成2年の協力会の発足以降、
以後32年間にわたり台風や降雪時には緊急の対応を行う。
令和3年に締結した消防本部との協定では、消防活動で障害物の移動が必要に
なった際、所有する重機により障害物除去を行うといった内容になっている。



成田市建設業災害対策協力会の設立
これまでの経緯

過去10年の緊急時の出動履歴

平成24年1月 降雪による除雪（12社出動）
平成25年9月 台風横断
平成28年8月 台風による倒木被害の除去（14社出動）
平成29年1月 降雪による除雪（33社出動）

2月 降雪による除雪（16社出動）



（２）建設業界の現状と課題



成田市の業界を取り巻く現状
①成田市年度別工事発注金額の推移

⇒H29年、H30年度に大型事業が続いたものの、ほぼ横ばいで推移

図1 成田市年度別工事発注金額



成田市の業界を取り巻く現状

（１）入札方式について

一般競争入札、指名競争入札、随意契約の三種類
⇒成田市では一般競争入札と随意契約

一般競争入札の種類

①電子入札方式：価格競争方式

②総合評価方式：価格と価格以外の
要素を合わせて評価する方式
（H27年度導入）

図2 一般競争入札における総合評価の割合



成田市の業界を取り巻く現状

電子入札

②実際の落札金額と落札率の割合

図3 落札金額の推移 図4 落札率の推移

電子入札



建設業界に対する国や県の動き

（引用：R4年６月関東地方整備局企画部技術管理課令和4年度入札・契約、総合評価方式の実施方針等について）

成田市も令和４年６月より
調査基準価格の算定方法が国や
県と同じ比率に

国や県では
調査基準価格は事後公表であ
り、また低入価格調査が大変
厳しいため、審査が通らない。
その為、成田市と比較すると
高い落札率を維持



建設業界に対する国や県の動き

（引用：R4年６月関東地方整備局企画部技術管理課令和4年度入札・契約、総合評価方式の実施方針等について）



建設業界に対する国や県の動き
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総合評価方式とは違い、価格競争が重視される方法

成田市では最低制限価格を事前公表としている為、
最低制限価格での入札が常態化しており、その為電子入札システムによる
くじ引きにより落札予定者が決定されている。

①電子入札について

入札価格が同額の入札者のくじ引きによる落札等が増加する結果、
適切な積算を行わずに入札を行った建設業者が受注する事態が生じるなど、建設業者の真の技術力・経営
力による競争を損ねる弊害が生じる。その為、地域の建設業の経営を巡る環境が極めて厳しい状況になる

⇒国土交通省では最低制限価格は原則事後公表することと定めている

成田市の最低制限価格及び低入札調査制度の運用の現状



14 26 32 39 30
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低入札での契約状況
R1年度 10本/35本（５本不調、１本中止）32％
R2年度 15本/20本 75％
R3年度 ７本/15本 53％
⇒調査基準価格を下回る価格での落札が増加しており、
低入価格調査での排除率は０％

②総合評価について

成田市の最低制限価格及び低入札調査制度の運用の現状



地方公共団体におけるダンピング対策取組状況の「見える化」
令和４年８月国土交通省不動産・建設経済局建設業課入札制度企画指導室
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一般競争入札（電子入札方式）のくじ引き化
原因：最低制限価格が事前公表の為

一般競争入札（総合評価方式）における低入札排除率が０％化
原因：低入価格調査が厳格でない為

⇒ダンピングが常態化しやすい入札環境

・成田市の現状について

ダンピング受注（その請負代金の額によっては公共工事の適正な施工が通常見込まれない契約の締結をい
う。）は、工事の手抜き等を招くことによりその品質の低下が懸念されるほか、下請業者へのしわ寄せ、
公共工事に従事する者の賃金その他の労働条件の悪化、安全対策の不徹底等につながりやすく、ひいては
建設業の若年入職者の減少の原因となるなど、建設工事の担い手の育成及び確保を困難とし、建設業の健
全な発達を阻害するものであることから、これを防止する必要があります。

引用：ダンピング対策の更なる徹底に向けた低入札価格調査基準及び最低制限価格の見直し等について
令和４年３月９日国土交通省



（３）協力会からの要望

過当競争となっている現状の是正
ダンピング防止策の徹底を


	第一回�政友クラブと成田市建設業災害協力会�との意見交換会
	スライド番号 2
	（１）災害協定の内容とこれまでの取り組み
	成田市建設業災害対策協力会の設立�これまでの経緯
	成田市建設業災害対策協力会の設立�これまでの経緯
	（２）建設業界の現状と課題
	成田市の業界を取り巻く現状
	成田市の業界を取り巻く現状
	成田市の業界を取り巻く現状
	建設業界に対する国や県の動き
	建設業界に対する国や県の動き
	建設業界に対する国や県の動き
	成田市の最低制限価格及び低入札調査制度の運用の現状
	成田市の最低制限価格及び低入札調査制度の運用の現状
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	（３）協力会からの要望

